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鷹

等
後
震
時
線
及
等
初
期
微
動
線
は
第
四
国
乃
至
第
七
固
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
郎
ち
六
月
及
び
九
月
の
雨
者
略
同
じ
形

で
あ
っ
℃
E

震
央
附
近
で
は
何
れ
も
本
島
々
弧
に
略
直
角
な
方
向
に
長
さ
楕
図
形
を
な
し
て
ゐ
る
。

三
、
震
央
の
位
置
i
1
別
闘
の
等
援
震
時
線
.
等
初
期
微
動
線
及
初
動
方
向
よ
b
決
定
し
た
震
央
位
置
は

(
六
月
)
及
び
(
九

月
)
共
略
一
致
す
る
も
の
で
、
大
躍
北
緯
三
十
五
度
三

O
分
、
東
経
百
三
十
八
度
五
十
四
分
と
な
る
。

四

国

国

五第

一O
九



一一
o

岡第

四
、
走
時
曲
線
l
前
代
求
め
た
る
震
央
の
位
置
よ

b
震
央
距
離
を
求
め
，
走
時
曲
線
を
書
く
と
第
八
固
の
如
く
に
な
る
。

之
に
依
れ
ば
震
央
距
離
百
粁
内
外
の
所
に
明
ら
か
に
，
簿
曲
結
が
現
は
れ
、
六
月
及
び
九
月
に
於
け
る
地
震
に
於
℃
、
夫

々
各
深
志
は
異
る
が
、
大
館
震
源
は
二
三
十
粁
の
深
遣
を
有
す
る
乙
と
が
推
定
吉
れ
る
。
叉
次
聞
の
様
に
時
間

(

T

)

の

位
置
を
趨
営
に
取
っ
て
重
ね
る
と
，
雨
者
が
極
め
℃
良
く
一
致
す
る
乙
と
が
認
め
ら
れ
る
。
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震
源
の
深
さ
の
決
定

-
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
よ
b
求
U
る
方
法

‘国

道
志
川
地
震
の
初
期
微
動
曲
線
は
附
国
の
如
く
で
あ
っ
て
、
震
央
に

於
け
る
初
期
微
動
を
求
め
る
と
二
一
・
二
秒
(
六
月
)
及
び

四
・
一
秒
(
九

，1、

月
)
と
な
る
。
鷺
坂
氏
は
震
源
の
深
志
と
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
と

の
関
係
を
，
伊
東
地
震
で
求
め
て
居
ら
れ
る
。
郎
ち
伊
東
の
地
震
に
よ

っ
て
P
波
の
速
度
が
深
さ
四
十
粁
迄
求
め
ら
れ
、

p
波

S
波

の

比

は

一
・
六
八
な
る
常
数
で
あ
る
乙
と
か
ら
、
震
央
の

P
S
は
次
式
で
輿
へ
'
ら
・

第

ぺ
H
M
・ω
4
k
r
i
s
-
8
-
o
m
g
(
同+。・
5ωω2¥『
)

れ
る
。

之
の
式
に
よ
A
Y

て
氏
が
計
算
さ
れ
た
「
グ
ラ
フ
」
に
よ
っ
℃
・
震
源
の
深

3v-求
め
る
と
夫
々
二
十
七
粁
(
六
月
)
及
び

三
十
五
粁
(
九
月
)
と
な
る
。
(
験
震
時
報
第
五
巻
第
一
一
旗
)

2
走
時
曲
線
の
轡
一
づ
曲
結
に
よ

b
求
む
る
方
法

今
定
時
曲
線
よ
ら
各
央
震
距
離
に
野
す
る
見
か
け
の
速
度

ω一
灯
を
求
め
て
見
る
。
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第

之
を
国
示
す
れ
ば
第
十
聞
の
如
く
に
な
る
。
郎
ち
轡
曲
結
の
震
央
距
離
は

夫
々
六
十
五
粁
(
六
月
)
及
び
九
十
五
粁
(
九
月
)
と
な
る
か
ら
‘
本
多
技
師

が
北
伊
豆
地
震
及
伊
東
地
震
で
求
め
ら
れ
た
最
深
黙
の
深
さ
と
震
央
距
離

の
関
係
を
表
は
す
「
グ
ラ
フ
」
を
用
び
る
と
二
十
八
粁
(
六
月
)
及
び
三
十
四
粁
(
九
月
)
と
な
る
。
(
験
震
時
報
第
五
巻
第
一
一
銃
)

3
闘
富
氏
の
方
法
l

前
に
掲
げ
た
る
等
初
期
微
動
線
固
に
於
て
十
秒
の
等
P
S
線
を
見
る
に
、
本
州
島
孤
に
略
直
角
な
る

方
向
に
長
い
形
を
し
て
ゐ
る
。
之
を
楕
固
形
と
見
倣
し
て
、
そ
の
短
軸
に
相
官
す
る
も
の
を
b
と
す
る
と
震
源
の
深
さ
h
は

F
H
C
Jア
l
H
・0
h巳
)

な
る
闘
係
式
が
あ
る
。
今
賞
際
に
b
を
測
定
し
て
見
る
と
，
六
十
七
粁
(
六
月
)
及
び
六
十
二
粁
(
九
月
)
と
な
る
か
ら
、
震

(
単
位
粁
)

源
の
深
志
は
、
二
十
七
粁
ハ
六
月
)
及
び
三
十
三
粁
(
九
月
)
と
な
る
。

以
上
三
遁
ム
リ
の
結
果
を
綜
合
し
て
、
震
源
の
深
さ
は
、
二
十
七
i
l
八
粁
(
六
月
)
及
び
三
十
三

l
五
粁
(
九
月
)
と
な
る
。
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第十固

な
b 
~ 
万乏

央
F付
近
を
遁
過
す
る

断
層
線
及
び、

節
線

Z 。
巳a
PJ 

D 
O 

が

j ， 
P 

V 

初
動
方
向
及
設
震
機
構

-
初
動
分
布
|
初
動
方
向
を
地
国
土
に
記
入
し
て
見
る
と
別
箇
の
如

現
オL

之
の
節
線
を
援
と
し
て
.
初
動
方
向
は
、
明
瞭
に
反
封
と
な

っ
て
ゐ
る
、
部
ち
断
層
線
の
北
側
に
は
観
測
所
が
多
い
の
で
割
合
に

正
確
に
節
線
を
求
め
得
る
が
、
南
側
で
は
観
測
所
が
少
く
あ
ま
λ

ソ正

確
に
は
引

3
得
な
い
が
、
節
線
の
形
は
断
層
線
を
は
忌
ん
で
南
北
夫

々
針
得
的
に
は
な
ら
・
な
い
で
、
南
側
の
部
分
が
庚
い
。
六
月
及
び
九

月
の
雨
者
で
は
断
層
線
は
会
く
同
一
で
あ
る
が
、
節
線
の
形
は
幾
分

異
っ
て
居
A
Y

、
形
は
雨
者
.
共
略
楕
図
形
。
ど
な
し
℃
ゐ
る
之
と
も
認
め

ら
れ
る
。

2
楼
震
機
構
!
殺
震
機
構
に
つ
い
て
は
本
多
技
師
が
測
候
時
報
〈
第

一
地
位
第
十
七
銃
)
で
一
不
当
れ
た
型
式
に
全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
詳
細
は
省
略
す
る
が
，
第
十
三
国
B
の
震
源
C
に
於
て
、
国
中

の
矢
の
如
き
方
向
の
カ
が
作
用
し
て
務
形
を
生
じ
た
'
と
き
に
、
地
表

一
一一一一



一回

-
一
阻

寸ー

安3 同-p 

第

a
b
な
る
所
に
節
線
が
咽
切
れ
、
地
表
に
於
℃
A
の
如

3
初
動
分
布
を
生
ず
る
ro

唯
道
志
川
地
震
に
於
て
は
、
乙
の
節
線
が

固
に
な
ら
ず
し
て
、
楕
固
形
に
近
い
形
を
設
し
て
ゐ
る
?
之
は
地
震
波
の
停
播
の
異
常
に
も
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
と
ち

思
は
れ
る
。
創
ち
前
述
し
た
等
援
震
時
線
及
び
等
初
期
微
動
線
が
、
震
央
附
廷
で
楕
固
形
を
な
す
も
の
と
も
関
係
が
あ
る
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第十三

と
思
は
れ
る
c

次
に
乙
の
節
線
を
精
固
形
で
あ
る
と
見
倣
し
て
、
'
そ
の
短
軸

及
長
軸
に
相
品
出
国
す
る
も
の
を
夫
々
、

a
b
-
-と
す
る
と
、
之
を

国

-
賃
際
に
地
問
上
で
測
っ
て
見
る
と
、
大
韓
次
の
如
く
な
る
。

m
w
H
H
4
0
]
ハロ

j
H

ず
一
品
(
)
同
B

(
汁
温
)

m
w
H
H
叶
(
)
内

B

r
H
H
ω
C
}

ハヨ

ハ
い
『

F

a

)

既
に
節
・
線
が
断
層
線
の
南
北
方
向
に
於
て
封
稀
的
で
は
な
く

南
側
の
区
域
が
・
庚
い
乙
と
は
前
述
し
た
が
、
之
は
震
源
に
働

く
雨
側
の
力
の
作
用
、
が
、
震
源
を
通
る
鉛
直
線
の
雨
側
で
封
稽
で
な
く
し
て
、
第
十
四
国
の
如
く
或
る
傾
き
を
な
し
て
ゐ

る
乙
ー
と
が
想
像

3
れ
る
。
今
之
の
傾
角
を
次
の
方
法
に
よ
っ
て
計
算
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
印
ち

l円

<18 
11JJ 

1合

、叫

FI3 
♂ 

¥
L
h
/

〈。

/

L

吋
、
〉
。
。
切
。
?

-

a

(

同

)

，

(

悶

)

但
前
式
氏
、
於
て
匂
一
は
A
鮎
(
次
園
)
に
於
け
る
射
出
角
.
%
は
A
知
に
於
け
る
見
か
け
の
速
度
で
あ
る
。
即
ち
第
十
四
固

に
於
て

E
Q
は
断
層
(
震
源
に
於
け
る
)
線
、

H
町
は
垂
直
線
で
あ
る
か
ら
問
問
式
よ

b
，

一
一
五
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此
式
に
於
℃
θ

が
求
む
る
傾
斜
角
で
あ

bhω
一
打
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M
一汀

l
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/
l
t
¥
 

曲
線
よ

b
求
め

る
乙
と
が
出
来
る
。

今
六
月
の
地
震
に
つ
い
て
計
算
し
て
見
る
と
、

〉
H

H

H

町議

河
灘
高
)
笥
M
W
H
ω

∞雫

時

-
H
∞∞
hH一
山
品
川
叩

可。

H

∞ω斗
(
)
品
川
叩

/戸-¥

0...1~ 
吋 11.;:..

¥』戸/

〉

-l 。3
~ 
¥、与

ミ手

合

Hmト
パ

{

串

o-

〈
H
4
・(一希¥謬

v
と
な
る
。

同
様
に

(
九
月
)

の
傾
角
を
求
め
る
と

。十

]ω

。

と
な
る
。

故
に
節
国
は
断
層
線
に
封
稀
的
で
は
な
く
稿
傾
い
て
ゐ
る
之
と
が
わ
か
る
。



前
に
掲
げ
た
験
測
表
に
於
て
主
に
ず
ヰ

1
へ
Y

ト
地
震
計
を
有
す
る
観
測
所
を
取

b
℃
、
初
動
の
大
S
S
(
水
平
成
分
，

会
成
分
、
及
水
平
に
謝
す
る
角
)
を
計
算
し
て
見
る
と
，
次
表
の
如
く
で
，
六
月
に
於
け
る
最
大
は
沼
津
の
六
百
七
十
(
ミ

ク
ロ
ン
)
九
月
は
三
島
の
二
一

O
O
ハ
ミ
ク
ロ
ン
)
で
あ
る
。
叉
射
出
角
は
六
月
で
は
最
大
七
十
三
度
か
ら
最
小
十
一
度

で
、
大
韓
四
十
五
度
か
ら
二
十
度
位
の
問
で
あ
っ
て
、
九
月
で
は
最
大
七
八
皮
か
ら
最
小
十
度
の
問
に
散
在
し
℃
ゐ
る
。

但
し
射
出
角
に
つ
い
て
は
規
則
的
な
関
係
は
求
め
ら
れ
な
い
。
之
は
震
源
の
佼
置
に
起
因
す
る
も
の
で
震
源
が
極
め
て
浅

居
に
あ
る
か
或
は
深
層
で
な
け
れ
ば
規
則
的
な
闘
係
は
求
め
ら
れ
な
い
様
で
あ
る
。

初
動
の
大

3
(
間
早
位
ミ
ク
ロ
ン
)

前 熊横横沼三甲 観

ラ瓦 担リ
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絡

b
に
臨
み
本
文
を
草
す
る
に
営
b
御
親
切
に
御
指
導
下
さ
れ
た
図
富
先
生
及
び
本
多
先
生
に
厚
く
御
趨
申
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。


